














心身障害発生防止という立場で考えるとき,小児の感染症を無視することはできない。こと

に神経系疾患の占める役割は重要である｡昭和53年1月から12月にかけて,16都道府県で

調査した小児急性神経系疾患入院患者数は 3,277 名にも達している。頻度は無菌性髄膜炎

がもっとも高く,当該地域の小児人口12,038,000人から計算すると,人口10万対19.1とい

う高い罹患率を示す｡さいわい本症による死亡,不変,後遺症の合計は全例の 1.2%という低

率であるが,次に多い細菌性髄膜炎450例,脳炎および脳症の合計は349例は,罹患率がそれ

ぞれ人口 10 万対 3.7 および 2.9 であり,死亡,不変,後遺症の合計がそれぞれ 27.7%および

30.3%の高率にあって大きな問題となっている｡ 


